










学位論文等題目 〈論文〉 織りの解体と再生 
―The Hands of Anni Albers and Agnes Martin―
〈作品〉 織りの解体と再生 
論文等審査委員 
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 小林 正人 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） Ｏ ＪＵＮ 















































































































をWallhanging、手織りをPictorial Weaving と呼んでいた事を知る。 
次いでニューメキシコ州へ、鉛筆で生涯美しい線を引き続けたアグネスマーティン、直線を引くという規
則を課し、ニューメキシコの空と大地の中、電気も電話もない簡素な家でアグネスはどのように暮らし、ど
のようなアトリエであの線を描いていたのだろう？彼女の「暖かい光」「幸福感」「喜び」とは？！秘密は線
をひくための生き方、景色と関係があった。アグネスはアトリエの外にバスタブを置き外で入浴した。その
時見た地平線、肌で感じた風や空気を纏ったままアトリエに入る。しばらく椅子に座って「その時」を待つ。
「その時」が来ると立ち上がりキャンバスの前に立ちキャンバスにジェッソを塗り線を描き始める、、、人生
の様に、、長い線を引くには小さい定規で。 
アニのアトリエに在った手織り機とアグネスの小さい定規、バスタブをしっかりポケットに入れて帰国し
た依子は杉戸先生の車に乗って岐阜県羽島の毛織会館/テキスタイル マテリアルセンターに直行する。羽島
は毛織物産地であり、日本全国のファッション衣料用素材を集積した国内最大の資料館である。布地のサン
プルが10万点以上あり、周辺には糸染め、織り、整理加工など各工程の専門業者が沢山居る。このへん髙
畠の自分の未来を見据えたフィールドワークは素晴らしい！ 
事実彼女は此処で親機と出会い、実際の織物が作られている現場を見、それが自作のキャンバス作り、「織
り機のあるアトリエ造り」というヴィジョンに結集することに成る。 
第3章ー機屋から考察するアトリエーは本論文中他の先生方にも特に評価が高かった章だ。 
線を引くという行為の連続と手仕事の精神性に惹かれ、アニ アルバースの手、人生と共に在った彼女の手
は糸をあの織り機でどの様に紡いでいったのか？またアグネス マーティンの見た風景、彼女の手は鉛筆と
定規でどうやって毎回違う線を引き続けられたのだろう？40年以上も。。 
1本の糸は1本の線であり線が織り込まれてキャンバスになっていく。 
「自分のアトリエにはキャンバスを作る織機を挿れたい。」と、髙畠依子は決心する。ー 織機を挿れる
ということは織機が無いアトリエよりスペースが必要です。ーと彼女は書く。 
自分の絵画をキャンバスから作る、其処から始める、その為の織機のあるアトリエが以前のアトリエより
その分広くなると考える。それが髙畠依子の絵画の素晴らしさなのだ！彼女の博士作品、論文の成果だろ
う。
